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図2 応力伸張比曲線の温度依存性｡
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図3 応力伸張比曲線の伸張速度依存性｡
◆ 伸張比の違いによる変化
続いて室温で自然状態の試料と､室温で伸張比 2倍にした試料をそれぞれガラス転移温度付近まで急冷し､一定の伸
張速度で伸張したときの応力伸張比曲線の比較を行った (図 4)｡このとき自然状態から伸張した試料は降伏的､伸張比
2倍の状態から伸張した試料は粘弾性体的な応答を示していることがわかる｡
さらに､応力伸張比曲線を粘弾性的､降伏的､ネックの三つの変形モードに分類し､それぞれが得られる条件を温度
と伸張速度に対してプロットした (図5)｡どの変形モードに属するかは以下の様に判定した｡●応力に極大の無いものは粘弾性的とした｡●応力に極大があり､かつマクロには一様な変形をするものは降伏的とした｡●応力に極大があり､かつネックの形成が認められたものはネックとした｡
伸張比2倍の状態から伸張した試料においては粘弾性的応答と降伏的応答を示す境界が低温･高伸張速度側へずれる
ことが確認された (図5)｡
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図4-51℃､伸張速度10mm/Sで伸張した時の応力伸張比曲
線｡○は自然長から､●は伸張比2倍の状態から伸張したも
のをあらわす｡
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図5 応力伸張比曲線が粘弾性的､降伏的､ネック的な応答を
示す条件をプロットした図｡左は自然長からの伸張､右は伸
張比2倍の状態からの伸張についての結果｡
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